
差枚 -949枚 RANK B

実戦機種

バーサス、SLOTファミリースタジアム、
パチスロ交響詩篇エウレカセブン3 HI-EVOLUTION ZERO

実戦レポート

前日、最高設定を打ったにしては物足りない獲得枚数で終わったものの、結果だけ見れば悪
くない、というかかなり幸先の良い2020年のスタートだったように思う。そうだ、いくらオレがヒ
キ弱の厄年野郎でも、高設定に座ることさえできればちゃんと勝てるのだ。

そんな後ろ向きか前向きかよくわからん気持ちを胸に、連勝を狙うべくやってきた本日の入場
抽選は…「82番」。導入されたばかりのエウレカ3を打ちたかったけど、そんな大それた希望を

口に出すのも恐れ多い番号だ。実績のあるハナビ・バーサスあたりのノーマルタイプから攻
めますわ…。というか、バーサスが空いていたことさえラッキーだわ。
設定が分かりそうで分かりづらいこの2機種、6だと思いつつ終日打ち切ったら1だったり、そ

の逆もあったり、短期間の小役確率やボーナス確率では到底判断できない。と、ある程度の
経験者なら実感していると思うが、それにしたって今日のバーサスはどうにも具合がよろしく
ない。ボーナスはもちろん、ベルすらロクに出やしねぇ。

というわけで、早めにバーサスは見切ったものの、ホール内はほぼ朝イチと変わらない状況。
当然だ、まだ30分も経っていない。そんな中で空いている台は…「SLOTファミスタ」とかになっ
ちゃうよねぇ～。ただ一応、本命のエウレカ3にも同じ台番末尾があるので、末尾狙いとしては

理にかなっている。そして今度は打って変わって、小役もボーナスも出だしからかなり好調だ。
今日こそファミスタの高設定をゲットできたか⁉ でもね、ファミスタってボーナス重いんですよ
ね。しかもボーナスの大半が予告音＋特リプからなので、予告音が鳴らなかった時の絶望感
たるや。つまり、その、あんまりメダル増えないので飽きちゃいました…。

ところが、このタイミングで次の台を探しに出たのが吉と出た！ なんと、全台高設定シマの
大本命と思われたエウレカ3に空き台が出ていたのだ。もちろん展開としては芳しくなかった

のだろうが、何しろまだ解析情報が出揃っていない台だ。これが高設定の可能性だって全然
あり得る。すぐさま確保して打ち始めると、おそらくそれまでその台で繰り広げられていた攻防
をまさに再現するかのように、オレもハマる。周期抽選はハズしまくるし、コンパクカウントチャ
ンスがそもそもあまり引けねぇ…。そしてよくよく見ると、エウレカの他の台も同じように苦労し
ている模様。傾向からして、高設定が全く無いってことは考えづらいし、となると…？ 結局そ
のままエウレカのシマを色々打ちまわって、獲得枚数「274」表示で設定3以上が濃厚となった
ものの、投資分を捲るまでには至らず。全台設定4ぐらいってとこなのかねぇ…な、B級。
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